
　8月15日に開催された笠松川まつりは天候の影響で花火・万灯流しのみの実施となりました。 
　この笠松川まつりは明治に始まり、かつては山船・万灯流し・打ち上げ花火が行われていました。
笠松川まつりの内容は年を経るにしたがって変わってきましたが、万灯流しと花火は現在まで受け継
がれています。 
　午後7時30分に花火の打ち上げが開始されると、笠
松みなと公園を訪れる人がさらに増え、芝生広場や堤
防道路は大勢の観客で一杯になりました。さらに、万
灯流しが花火打ち上げと同時に始まり、花火が佳境
に入るころには数多くの光が川面を漂い、夜空の花火
と相まって幻想的な風景となりました。 
　一夜明けて、8月16日午前6時から、笠松みなと公園
の清掃活動が行われました。活動開始30分以上前か
ら活動する人があり、定刻には約100人のボランティア
が参加しての活動となりました。参加者はゴミ袋を片
手に思い思いの場所に広がり、雨水を含んで重くなっ
たゴミを拾いました。笠松みなと公園や周辺のポイ捨
てゴミは意外に多く、中には大きなゴミ袋一杯に拾い
集める人もおり、わずか30分程度の時間でしたが、笠
松川まつり前のきれいな状態に戻すことができました。 
　こういったボランティアの心が笠松川まつりとともに
後世に伝わっていくことを願っています。 

No.36
みんなで「笠松みなと公園」をきれいにしました。 
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たくさんのボランティアが集まりました 

住民主体の介護予防・生活支援サービスを実施する団体に補助 

　笠松町では、高齢者の暮らしを支える住民主体の介護予防・生活支援サービスを行う団体に対し、
事業の立ち上げや運営に要する費用の一部を補助します。 

サービス対象者 
　要支援1・2の認定がある人または基本チェックリストの実施結果で事業対象者となった
人で、総合事業のサービス利用として地域包括支援センターによりケアプランに位置づけら
れた人 

（※） 

① 訪問型サービスB事業 
◆サービス対象者（※）に対し、買い物、掃除などの軽微な家事援助などを行うサービス。 

② 通所型サービスB事業 
◆サービス対象者に対し、体操、趣味活動などを行うサービス。 
◆月2回以上で、毎回、概ね90分以上の活動を行っている。 
◆参加人数が1回あたり、5人以上（サービス対象者を含めたおおむね65歳以上）いる。 

③ 通いの場事業 
◆おおむね65歳以上の町民に対し、体操、趣味活動などを行うサービス。 
◆月2回以上で、毎回、概ね90分以上の活動を行っている。 
◆参加人数が1回あたり、5人以上いる。 

立上げ支援補助金 ・・・ 事業の立上げに要する経費 
事業費補助金 ・・・・・・・ 事業の運営に要する経費 

【問 合 先】 健康介護課　蕁388‐7171

訪問型サービスB事業 

立上げ支援補助金 

事業費補助金 60,000円／1年度 

通所型サービスB事業 

事業開始年度と翌年度合わせ 
50,000円 

2,500円／開催1回 
※年間130,000円限度 

通いの場事業 

事業開始年度と翌年度合わせ 
50,000円 

1,500円／開催1回 
※年間78,000円限度 

対象となる事業 

①笠松町内において事業を実施する2名以上
で構成される団体 

②規約・会則などを有する団体 
③会計処理ができる団体 
※ただし、他から補助金など受けている団体は

除く 

補助の対象となる団体 

補助金の概要 

・補助対象の団体となるためには、申請書類を作成・提出し、補助交付決定を受ける必要があります。 
・申請にあたっては、事前に健康介護課介護担当または社会福祉協議会に配置している生活支援

コーディネーターにご相談ください。 

申請について 

①1月以上事業を実施すること 
②利用者から実費分の料金を徴収すること 
③広く町民の利用を促すこと 

その他の要件 
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